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２０１５年度ＳＤゼミナール　受講申込書
年　　　月　　　日
	ふりがな
	

	氏　名
	

	生年月日
	年　　　月　　　日生（満　　　歳）
	性　別
	男　・　女

	大学名
	

	所　属
	
	役　職
	

	電　話
	
	FAX
	

	E-mail
	
	携帯電話
	

	経　歴
	＊大学・短期大学で担当された業務についてもご記入下さい。


	▼関心のある研究テーマ（簡潔にお書きください）：
テーマ名：

概　　要：



２０１５年度ＳＤゼミナール　受講申込用紙【機関・個人共通】

2015年4月1日

	ふりがな
	こんそ　たろう

	氏　名
	コンソ　太郎

	生年月日
	１９８５（昭和６０）年５月１０日生（満３０歳）
	性　別
	男　・　女

	大学名
	コンソ大学

	所　属
	人事部　人事課
	役　職
	係員

	電　話
	０７５－３５３－９１６３
	FAX
	０７５－３５３－９１０１

	E-mail
	sd＠consortium.or.jp
	携帯電話
	０９０－１２３４－５６７８

	経　歴
	＊大学・短期大学で担当された業務についてもご記入下さい。

2008年4月　コンソ大学入職

2008年4月　学生部学生課（課外活動担当）

2012年4月　教務部教務課（学籍、成績処理担当）

2014年4月　人事部人事課（研修担当）

（現在に至る）

	▼関心のある研究テーマ（簡潔にお書きください）：
テーマ名：「大学のまち京都」の未来を担う大学職員の新たな役割について

概　　要：２０１８年以降、再び１８歳人口の減少が予想されている。厳しい状況のなか「社会に選ばれる大学」となるべく、各大学においては、改革が喫緊の課題となっている。こうした状況を踏まえ、改革の担い手としての大学職員に対する期待も一層高まっており、近年では大学アドミニストレータ養成研究科や、学部教育でプロフェッショナルな学校職員を養成するコースの設立など、職員の能力開発（以下、ＳＤ）が注目を集めている。

しかし、個別の大学に目を向けると、ＳＤ実践のノウハウが不十分であるため、組織的な取り組みとしてＳＤを実施できる大学は限られていると考えられる。

そこで、本研修では組織的なＳＤ実践に関する考察を深めるとともに、これからの時代における大学を改革するための職員の育成をテーマに研究することとしたい。




記入例








